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氏名 川﨑 麻央 




学位論文等題目 〈論文〉 閃きと10のフェイズ 
 〈作品〉 解けよやもどけ 
百の木草も天照らす 
 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 梅原幸雄 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 手塚 雄二 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 齋藤 典彦 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  

























































































































    
 
スケッチ旅行に同行した折、酸ヶ湯近くの道端の雪解けの代赭色の地面の表情を細かく克明に写生して
いる学生がおり、変わった視点を持った学生だなと心に留まったのを記憶している。 
 申請者は自然の中での閃きを大切に、琴線に触れた素材の形を自分自身の思考から練り直すという作
業を繰り返し、作品を生み出していく。論文において「閃きと10のフェイズ」の題し、申請者の創作上の
行程を禅の入門図として知られている北宋の廊庵禅師の「十牛図」に沿って解説する。閃き、構想、決断、
本画と行程に沿って10のフェイズと割りあてることにより考えをまとめ、迷わずに突き進むことができ
る様になった。 
 博士課程においての作品制作は学部からの研究に対する熱意と自然物の意欲的な収集による引き出し
が増えたことも絵の魅力がより輝きだした要因だと思う。 
 提出作品「解けよやもどけ」（227.3×545.4cm）「百の木草も天照らす」（162.1×162.1cm）は申請者の
出身地である島根県石見地方の神楽を題材に描いている。 
十牛図の行程に沿った本画作成において申請者の自然体な大きな動きを生かし筆を持つ手と腕の動きに
加え、体を使った流れるような動きのある作品となっている。 
 今後も異なる題材に対しても、十牛図の行程を生かし、より完成度の高い作品が生まれるものと期待し
ている。 
 今回の提出作品は大学美術館野村賞に選出された。本論文および提出作品を総合的にみて優秀と審査員
全員が認め博士としての水準に達していると評価し、合格と判定した。 
 
